
GA 鉄工用タップドリルオイル

株式会社三共コーポレーション　グリーンエース事業部

〒639-2127　奈良県葛城市新町258
0745-62-1317

0745-62-1327

SANKYO
長方形



急性毒性（吸入：気体） 分類対象外

急性毒性（吸入：蒸気） 分類できない

急性毒性（吸入： 粉塵及びミスト）分類できない

皮膚腐食性・刺激性 区分外

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 区分外

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 分類できない

生殖細胞変異原性 分類できない

発がん性 分類できない

生殖毒性 分類できない

生殖毒性・授乳に対する又は

授乳を介した影響 分類できない

特定標的臓器毒性（単回暴露） 分類できない

特定標的臓器毒性（反複暴露） 分類できない

吸引性呼吸器有害性 区分１

環境に対する有害性 水生環境有害性 （急性） 分類できない

水生環境有害性（長期間） 分類できない

オゾン層への有害性 分類できない

ラベル要素

絵表示又はシンボル

注意喚起語 危険

危険有害情報 飲み込んで気道に侵入すると生命に危険のおそれ

注意書き 【安全対策】

なし

【応急措置】

飲み込んだ場合： 直ちに医師に連絡すること。

無理に吐かせないこと。

【保管】

施錠して保管すること。

ラスカットＬ－４０ 山文油化㈱ Ｄ４－０２Ｄ ２０１９．９．９ ２／９

SANKYO
長方形



【廃棄】

内容物や容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄処理業者に廃棄を

委託する（不明な場合は購入先に相談の上処理すること）。

３．組成、成分情報

単一製品・混合物の区別 混合物

成分及び含有量

［成分］ ［含有量］ ［化学式］ ［官報公示整理番号］ ［ＣＡＳ№］

（％） （化審法、安衛法）

鉱物油 ９０～９８ 特定できない － －

植物油 ２～ ４ 特定できない 非該当 非公開

塩化パラフィン（ Ｃ１４－１７）１～ ３ － （２）－６８ ８５５３５－８５－９

労働安全衛生法表示・通知対象：Ｎｏ．１６８ 鉱油 ９０～９８％

ＰＲＴＲ法 ＊１ ：非該当

＊１：特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

４．応急措置

吸入した場合 ：新鮮な空気の場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させる。体を毛布

等でおおい、保温して安静を保ち、直ちに医師の手当てを受ける。

呼吸が止まっている場合及び呼吸が弱い場合は、衣服を緩め、呼吸気

道を確保した上で人工呼吸を行なう。

皮膚に付着した場合：直ちに汚染された衣服を脱ぎ、皮膚を大量の水と石鹸水で洗う。

汚染された衣服を再使用する場合には洗濯をする。

皮膚刺激が生じた場合、医師の診断、手当てを受けること。

気分の悪い時は、医師の手当て、診断を受けること。

目に入った場合 ：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用してい

て容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

最低１５分間洗浄した後、医師の手当てを受ける。

飲み込んだ場合 ：無理に吐かせないで、医師の手当てを受ける。

口の中が汚染されている場合は水で十分洗う。

急性および遅延性の最も重要な症状／ 影響

：誤飲した場合、胃の粘膜を刺激し吐くことがある。

嘔吐中に、飲み込んだ本品が肺に吸入されると、化学性肺炎を起こし、

致命的となることがある。
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５．火災時の措置

消火剤 ：霧状の強化液、粉末、炭酸ガス、泡が有効である。

初期の火災には、粉末、炭酸ガス消火剤、乾燥砂などを用いる。

大規模火災の際には泡消火剤を用いて空気を遮断することが有効である

使ってはならない消火剤

：棒状注水は、火災を拡大し危険な場合がある。

特有の危険有害性 ：加熱により容器が爆発するおそれがある

高温の金属表面等に接触した場合、発生した蒸気によって燃焼や爆発が

おきる可能性がある。

燃焼の際は、一酸化炭素等が生成される。

特有の消火方法 ：周囲の設備等に散水して冷却する。

危険でなければ火災区域から容器を移動する。

消火後も、大量の水を用いて十分に容器を冷却する。

消火を行なう者の保護

：消火作業の際は、適切な空気呼吸器、化学保護衣を着用する。

塩素を含むためダイオキシン等発生の可能性あり。

６．漏出時の措置

人体に対する予防措置・保護具及び緊急時措置

：直ちに、全ての方向に適切な距離を漏洩区域として隔離する。

関係者以外の立ち入りを禁止する。

作業者は適切な保護具（「８．曝露防止及び保護措置」の項を参照）

を着用し、眼、皮膚への接触や吸入を避ける。

適切な防護衣を着けていないときは破損した容器あるいは漏洩物に

触れてはいけない。風上に留まる。低地から離れる。

漏洩しても火災が発生していない場合、密閉性の高い、不浸透性

の保護衣を着用する。

密閉された場所に立ち入る前に換気する。

環境に対する予防措置

：河川等に排出され、環境に影響を起こさないように注意する。

環境中に放出してはならない。

封じ込め及び浄化の方法・機材

：少量の場合、乾燥土、砂や不燃材料で吸収し、あるいは覆って

密閉できる空容器に回収する。

大量の場合は、盛り土で囲って流出を止め、安全な場所に導いた後、

土砂等に吸収して、出来るだけ空容器に回収する。

漏出物を取扱うとき用いる全ての設備は接地する。

二次災害の防止策 ：すべての発火源を速やかに取り除く（近傍での喫煙、火花や火炎の

禁止）。排水溝、下水溝、地下室あるいは閉鎖場所への流入を防ぐ。

容器内に水を入れてはいけない。
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７．取扱い及び保管上の注意

取扱い

技術的対策 ：「８．曝露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行い保護具を着用す

ること。

指定数量以上の量を取扱う場合には、法で定められた基準に満足する

製造所、貯蔵所、取扱所で行なう。

熱、火花、炎、高温体との接触を避けると共に、みだりに蒸気を発散

させないこと。禁煙。

局所排気・全体換気：「８．曝露防止及び保護措置」に記載の局所排気、全体換気を行なう。

安全取り扱い予防措置

：すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。

空気中の濃度を曝露限度以下に保つために排気用の換気を行なうこと。

接触、吸入又は飲み込まないこと。

取り扱い後は手、顔等をよく洗い、うがいすること。

屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。

この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。

接触回避 ：「１０．安定性及び反応性」を参照。

保管

安全な保管条件 ：屋内貯蔵を原則とし、通気の良い場所で容器を密閉して保管する。

指定数量以上を保管する場合は法で定められた基準を満足する製造、

貯蔵、取扱所で行う。

保管場所の床は、危険物が浸透しない構造とするとともに、

適切な傾斜をつけ、かつ、適切なためますを設けること。

保管場所には危険物を貯蔵し、又は取扱うために必要な採光、

照明及び換気の設備を設ける。

混触危険物質 ：「１０．安定性及び反応性」を参照。

注意事項 ：熱、スパーク、火災並びに静電気蓄積を避ける。

冬季には沈殿物（結晶の析出）や濁りが見られることがありますが、

性能上は問題ありません。
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８．暴露防止及び保護措置

管理濃度 ：

鉱物油 塩化パラフィン 植物油

規定なし 未設定 未設定

許容濃度 ：

鉱物油 塩化パラフィン 植物油

日本産業衛生学会 ３㎎／㎥ 未設定 勧告対象外

（鉱油ミスト）

ＡＣＧＩＨ ５㎎／㎥ 勧告対象外

（鉱油ミスト）

設備対策 ：この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と安全シャワー

を設置すること。

取り扱いについては局所換気装置を設置した場所で行なう。

空気中の濃度を制御するには、一般適正換気で十分である。

高熱工程でミスト、蒸気が発生するときは、空気汚染物質を

許容濃度以下に保つために換気装置を設置する。

保護具

呼吸器の保護具 ：適切な呼吸器保護具を着用すること。

手の保護具 ：必要に応じて適切な保護手袋を使用すること。

眼の保護具 ：適切な眼の保護具を着用すること。

保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付き普通眼鏡型、ゴーグル型）

皮膚及び身体の保護具

：必要に応じて適切な保護衣、保護面を使用すること。

衛生対策 ：取り扱い後はよく手を洗うこと。

９．物理的及び化学的性質

形状 ：液体

色 ：褐色

臭い ：微石油臭

融点／ 凝固点 ：データなし
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沸点または初留点 ：データなし

および沸点範囲 ：データなし

燃焼性 ：データなし

爆発下限および

上限／ 引火限界 ：データなし

引火点 ：１３０以上（Ｃ．Ｏ．Ｃ）

自然発火温度 ：データなし

分解温度 ：データなし

ｐＨ ：データなし

動粘度 ：約１７．５ ㎟／ｓ

溶解度 ：水に不溶

ｎ－オクタノール

／ 水分配係数 ：データなし

蒸気圧 ：データなし

密度（１５℃） ：０．８７～０．９０ ｇ／ｃｍ

３

蒸気比重 ：データなし

粒子特性 ：データなし

１０．安定性及び反応性

安定性 ：通常の取り扱い条件において安定。

冬季（低温時）には沈殿物や濁りが発生する。

反応性 ：特記すべき反応性なし。

避けるべき条件 ：１００ ℃以上に強熱しない。混触危険物質との接触。

混触危険物質 ：強酸化剤、ハロゲン類、強酸類、アルカリ類と接触しないように

注意する。

危険有害な分解生成物 ：燃焼分解時に塩化水素ガスを発生する恐れあり。

その他 ：可燃性あり。自然発火性なし。水との反応性なし。

１１．有害性情報

急性毒性 利用可能な情報に基づく限り分類できない。

皮膚腐食性・刺激性

加成方式が適用できる成分からの判定：

危険有害性区分に該当する成分を濃度限界以上含有しないため、

区分外に該当。

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性

加成方式が適用できる成分からの判定：

危険有害性区分に該当する成分を濃度限界以上含有しないため、

区分外に該当。

呼吸器感作性 利用可能な情報に基づく限り分類できない。

皮膚感作性 利用可能な情報に基づく限り分類できない。
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吸引性呼吸器有害性

動粘性率：１７．５ ｍｍ２／ｓ（４０℃）

鉱物油が≧１０％ のため、区分１ に該当。

１２．環境影響情報

生態毒性 有用な情報なし

残留性・分解性 有用な情報なし

生体蓄積性 有用な情報なし

土壌中の移動性 有用な情報なし

１３．廃棄上の注意

残余廃棄物 ：廃棄においては、関連法規並びに地方自治体の基準に従うこと。

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは

地方公共団体がその処理を行なっている場合はそこに委託して処理する。

廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を十分

告知の上処理を委託する。

汚染容器及び包装：容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規並びに地方自治体の

基準に従って適切な処分を行なう。

空き容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去すること。

塩素を含む廃油として処理する。

１４．輸送上の注意

国際規制 該当しない。

国連番号： 非該当

国連分類： 国連の分類基準に該当せず

国内規制

陸上輸送の場合

消防法 ：危険物 容器 危険物の規制に関する規則に従う。

表示 危険物の品目 第四類第三石油類、危険等級Ⅲ、数量、火気厳禁

海上輸送及び航空輸送の場合

船舶安全法：非危険物（個別輸送およびばら積み輸送において）

航空法 ：非危険物

輸送の特定の安全対策及び条件

：容器が著しく摩擦または動揺を起こさないように運搬すること。

第一類及び第六類の危険物及び高圧ガスとを混載しないこと。火気厳禁。
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１５．適用法令

労働安全衛生法 ：表示対象物（Ｎｏ． １６８ ）

通知対象物（Ｎｏ．１６８ ）

ＰＲＴＲ法 ：非該当

消防法 ：危険物 第四類第三石油類 危険等級Ⅲ

水質汚濁防止法 ：油分排出規制 （５ｍｇ／ℓ許容濃度）

海洋汚染防止法 ：油分排出規制 （原則禁止）

下水道法 ：鉱油類排出規制 （５ｍｇ／ℓ）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律：産業廃棄物規制 （拡散， 流出の禁止）

毒物劇物取締法 ：非該当

化審法 ：優先評価化学物質 第 ２１８号モノ（又はポリ）クロロ

アルカン（ Ｃ＝１４ １７、直鎖型）

１６．その他の情報

引用文献

１．各原料ＳＤＳ

２．ＪＩＳ Ｚ ７２５３：２０１２ ＧＨＳ に基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法‐ラベル、作業場内

の表示及び安全データシート（ ＳＤＳ）

３．ＧＨＳ混合物分類判定システム

①危険・有害性の評価は必ずしも充分ではないので、取り扱いには充分注意して下さい。

②この製品安全デ－タシ－トは、当社の製品を適正にご使用いただくために必要で、注意しなければ

ならない事項を簡潔にまとめたもので、通常の取り扱いを対象としたものです。

③本製品は、この製品安全デ－タシ－トをご参照の上、使用者の責任において適正に取り扱ってくだ

さい。

④ここに記載された内容は、現時点で入手できた情報やメ－カ－所有の知見によるものですが、これ

らのデ－タや評価は、いかなる保証もするものではありません。また、法令の改正及び新しい知見

に基づいて改訂されることがあります。
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